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DAO×不動産
DAO型シェアハウスプロジェクト
Roopt神楽坂DAO

























母屋
構造：木造2階建て
間取り：3LDK

築年数：1958年
リノベ竣工年：2020年

住居棟
構造：木造2階建て

間取り：4K（10ベッド）
築年数：1966年

リノベ竣工年：2020年







DAO

自律分散型組織（Decentralixed Autonomous Organization）

定められたルールに則って自律して完全自動で動き続ける組織

着目する特徴
・透明性の高さ
・貢献に対する報酬
・自律的な組織運営





Roopt神楽坂方式のDAO運営の主な特徴

・運営資金を事前に入手可能

・価値向上に取組む層（関係者）の拡大

・価値向上の取組に対する報酬（リワード）



ブロックチェーン：polygon



＋コワーキング利用



トークンの取得方法（自家型前払式支払手段）

１）クレジットカード決済で取得
以下URLから「希望トークン数×3万円」を支払い、登録フォームに回答
https://buy.stripe.com/14k6pPbYw6zHgBq9B5

（登録フォームURL） https://forms.gle/bjAWhRD8qV9TBd1w9

２）銀行振込で取得
振込先へ「希望トークン数×3万円」を振り込み、登録フォームに回答

３）Opensea から取得
https://opensea.io/collection/roopt-dao

「Roopt NFT Kagurazaka」を選択→「Buy now」

https://buy.stripe.com/14k6pPbYw6zHgBq9B5
https://forms.gle/bjAWhRD8qV9TBd1w9
https://opensea.io/collection/roopt-dao




Roopt神楽坂方式のDAO運営の主な特徴

・前払式支払手段を活用することで、運営資金を事前に入手可能

・価値向上に取組む層（関係者）の拡大
従前：入居者 ＆ オーナー（転貸人）
今後：入居者 ＆ オーナー（転貸人） ＆ 投資家 ＆ DAOに興味を持った人 ＆ 近隣住人

＆ワーケーション利用者 ＆ コワーキング利用者 etc.

…価値観を混ぜ合うことで、多様化するニーズに応えうる



接続
Metamask

仮想通貨
ウォレット

申込 トークン発行

意見交換

Discord

コミュニケーシ
ョンツール

Snapshot

提案・投票

Roopt DAO

提案・投票

ルール反映
予算執行

貢献

リワード発行

互換性有
１ １００

トークン消費

サービス提供

Roopt 

Reward

Roopt NFT 

Kagurazaka

概念図











貢献に対して支払われる報酬（リワードトークン）



リワードトークン発行の基準

【リワードの設計】
20Roopt Reward（RR） ＝Roopt神楽坂1泊権
100Roopt Reward（RR） ＝１Roopt NFT Kagurazaka（RNK）
１RNK（3万円相当）→ １RR＝300円相当
時給単価が東京都の最低賃金を上回るように １時間＝４RR（1,200円相当）



Roopt神楽坂DAOの仕組み
https://note.com/piyotan_note/n/nb1779357c7ab?magazine_key=mbe5d4fb34377

DAOメンバーによって作成発信されているメディア

https://note.com/piyotan_note/n/nb1779357c7ab?magazine_key=mbe5d4fb34377


DAOメンバーの参加によって進む運営





















Roopt神楽坂方式のDAO運営の主な特徴

・前払式支払手段を活用することで、運営資金を事前に入手可能

・価値向上に取組む層（関係者）の拡大
従前：入居者 ＆ オーナー（転貸人）
今後：入居者 ＆ オーナー（転貸人） ＆ 投資家 ＆ DAOに興味を持った人 ＆ 近隣住人

＆ワーケーション利用者 ＆ コワーキング利用者 etc.

…価値観を混ぜ合うことで、多様化するニーズに応えうる

・価値向上の取組に対する報酬（リワード）
インセンティブの設計・住むことの付加価値（重視する要素のメッセージ）
貢献したことに対する感謝のサイクル
遠距離拠点もメンバーの協力を得ながら運営
退居した後も関わり続けられる（リピーター）
Roopt神楽坂（物件）の価値向上からRoopt DAO内の価値向上へ

→流動性を前提とした住居の提供には利点が多い


